
 

≪県立伊奈学園中学校の活性化・特色化方針≫ 

課程 中高一貫教育前期課程 
R8.5.1 

生徒数 
(男) ５９名 (女)１８１名 計 ２４０名 

アクセス 

埼玉新都市交通ニューシャトル・羽貫駅から徒歩１０分 

ＪＲ高崎線上尾駅から朝日バス又はけんちゃんバスで３０分 

ＪＲ高崎線桶川駅からけんちゃんバスで２５分 

ＪＲ宇都宮線蓮田駅から朝日バスで２０分 

＜教育課程等＞ 

・週 31 時間のカリキュラムを編成し、国語・数学・英語を中心に、各教科をバランスよく配置 

・国際理解教育と理数教育を柱とした、豊かで先進的な学びを推進 

(外国の学校とのオンラインを活用した交流、国際 NGO との協働授業) 

（科学的な探究活動、博学連携、科学の甲子園ジュニア全国大会総合第５位) 

・朝のスキルアップタイム（10 分）で主体的に学ぶ態度を育成 

 ①検定試験（英検・漢検・数検）の学習を実施 

 ②新聞記事を通して、時事問題への関心、批判的思考力、表現力等を養う ③朝マラソン 

・３年の総合的な学習の時間は教科を融合した授業内容 

  「国際」社会と英語／「表現」国語と英語／「科学」数学と理科 

・東京大学大学院と連携し、授業力の向上を通して、自律的に学ぶ生徒を育成 

  教科を越えた授業研究／生徒向け学習方法講座／定期考査振り返り講座等 

・京都大学と連携（Leaf システムの活用）し、「個別最適な学び」の研究及び授業実践 

・企業等と連携した質の高い授業や先端的な活動に触れる機会を総合的な学習の時間で実施 

・教科横断的な学びを通して「実社会」の様々な場面で活用できる汎用的な能力を育成 

  過去の例）博報堂、国際協力 NGO、上智大学、社会起業家、による講演会等 

・生徒自身が自ら考え、発表する授業実践 

＜本校が求める生徒＞ 

人の心に寄り添いながら、自己成長のための努力を惜しまず、 
自分の人生を主体的に切り拓く生徒 

＜学校行事＞ 

・中高一貫教育を活かし、学園祭や体育祭などは高校生と一緒に開催 

・約 10 日間のオーストラリア語学研修を実施（３年生 30 名） 

・宿泊を含めた多彩な体験学習を実施（１年宿泊研修、２年自然体験研修、３年修学旅行） 

・クラスの団結を深める合唱コンクールの実施 

＜部活動＞ 

・運動部は、「陸上競技部」、「女子バドミントン部」、「硬式テニス部」、「新体操部」が活動 

・文化部は、「英語部」、「吹奏楽部」が活動 

・他に、それぞれの分野で多様な活動を行う「体力向上部」、「文化教養部」を設置 

・令和６年度主な実績 

  新体操部：関東大会出場 

吹奏楽部：西関東アンサンブルコンテスト出場 

＜家庭・地域との連携＞ 

・令和７年度から学校運営協議会を開催 

・県民（生徒・児童及び保護者）を対象とした授業公開や体験授業を実施 

＜進路＞ 

・伊奈学園総合高等学校へ進学 

 




